
２０１９／０４／２４ （水）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

どんな小さな事故でも、「事故」は、「事故」
わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう（スマホ見ながら×）

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

要注意 危険がひそむ 交差点

追突事故の多発パターン
① 信号の変わり目に・・・前の車に追突
② 未発進の・・・前の車に追突
③ 左折途中で前の車が停止した・・・前の車に追突
④ 車線変更時に・・・前の車に追突
⑤ 渋滞でノロノロ運転中に・・・前の車に追突
⑥ トンネルの入り口付近で・・・前の車に追突

「歩行者」・「自転車」を見かけたら･･･「かもしれない」運転を
「かもしれない」で備える 交差点事故防止

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

構内も停止するまで、運転中

夕方6時 信号のない交差点 出合い頭に衝突
ミニバイクの女性死亡

◇信号のない交差点 相手は止まらないかもしれません・・・徐行しましょう◇
２０１９／４／２１（日） ０：０１

２０日午後６時半ごろ、奈良県の信号のない国道交差点で、女性（８０）が運転するミニバイクが、乗用車と出
合い頭に衝突。ミニバイクの女性は、搬送先の病院で死亡が確認された。警察は、自動車運転処罰法違反（過失
傷害）の疑いで、乗用車を運転していた男（５４）を現行犯逮捕した。

路線バスと自転車接触、自転車の女性がケガ
「バスが停留所で停車して乗客を降ろすと思った」

自転車は車道の左側を通行することが義務づけられている
◇バス停で停車中のバスから・・・「飛び出してくるかも」、しれません・・・十分注意しましょう◇

２０１９．４．２１ ０６：５９
２０日午後２時ごろ、奈良県の市道で、路線バスと自転車が衝突。自転車に乗っていた女性（７３）が転倒し、

左肘打撲の軽傷を負った。バスの運転手（４０）と乗客９人にけがはなかった。警察によると、バスが停留所に停
車せずに通過しようとしたところ、対向してきた自転車と衝突したという。女性は「バスが停留所で停車して乗
客を降ろすと思った」と話している。道交法では自転車は車道の左側を通行することが義務づけられている。

夜11時 札幌 横断中の男性が車にはねられ死亡
◇夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇

◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇
２０１９年０４月２１日 ０８時０８分

２０日午後１１時すぎ、札幌市中央区北３条西２８丁目の市道で、近くに住む男性（６９）が道路を横断してい
たところ、軽乗用車にはねられ死亡しました。警察は、軽乗用車を運転していた会社員の男性容疑者（５５）を過
失運転傷害の疑いでその場で逮捕しました。

深夜2時 酒気帯び、正面衝突 対向の男性死亡
大学の准教授逮捕

◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇
２０１９／０４月１７日 １９時１９分

１７日午前２時ごろ、奈良県で大学の准教授の男（４６）が、酒を飲んで車を運転して軽トラックと正面衝突し
、乗っていた運送業の男性（８１）が死亡しました。警察は准教授を逮捕。大学の学長は、「誠に遺憾であり、被
害者のご冥福をお祈りするとともにご家族や関係者に深くおわび申し上げます。大学として処分を含めて厳正に
対処していくとともに、綱紀粛正を図り、再発防止に取り組み、信頼の回復に努めます」などとするコメントを
発表しました。


